
0

国連 水と災害に関する特別会合

近年、世界各地で頻発・激化している水災害への国際的意識高揚、これまでの経験と好事例の共有、水災害に
関する国際社会が一体となった活動を前進させる方法を議論するため、「国連水と災害に関する特別会合」が開
催された。水と災害をテーマとした特別会合ははじめてのこと。
国土交通省からは、東日本大震災に係る日本の経験・教訓について発表し、意見交換を実施。

１．日時 平成25 年3 月6 日（水）
２．会場 米国ニューヨーク国連本部会議場
３．主催者 国連事務総長、国連水と衛生に関する諮問委員会、水と災害に関するハイレベルパネル

Part I: (9:30-10:45) オープニングセッション
議長:パン・ギムン国連事務総長, 共同議長：ハン・スンスＨＬＥＰ創設議長
開会挨拶 パン・ギムン（潘基文）国連事務総長
祝辞 ブーク・イェレミッチ国連総会議長
基調講演 日本国皇太子殿下 「人と水災害の歴史を辿る」
基調講演 オランダ王国皇太子殿下オレンジ公
閉会の辞 ハン・スンスHLEP創設議長
Part II 水と災害に関するハイレベルセッション議長：ハン・スンスHLEP創設議長
パネルディスカッション1 
「政府・国際機関専門家による水と災害に関するパネルディスカッション」
パネリスト: *セッション共同議長
ミシェル・ジャロー* 世界気象機関(WMO) 事務局長
イリーナ・ボコバ* 国連教育科学文化機関(UNESCO) 事務局長
菊川滋 国土交通省技監
トーマスPボスティック アメリカ合衆国陸軍工兵隊司令官
バイマス・タール アフリカ水閣僚評議会事務局長
チュン・ラエ・クウォン アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）環境部長
フロリカ・フィンクホイヤー欧州委員会人道支援・防災総局戦略・政策・国際協力局長


